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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

夏祭り・水遊び・ハロウィン・クリスマス会・節分等の季節に応じた活動

（別添資料１）

家族支援

年2回の以上の面談の実施しています。

家族からの相談対応、助言を行います。 移行支援

就学に向けての相談対応をしています。

地域支援・地域連携

保育園との情報共有や支援方法の相談を行います。

職員の質の向上

事業所研修等（虐待研修・アンガーマネジメント・感染症研修・強度行

動障害研修・障害特性についての研修）を行い、質の向上に努めていま

す。

支　援　内　容

健康状態の把握や生活習慣、生活リズムの維持、形成を行います。（受け入れ時の視診、保護者からの聞き取り）

着脱、排泄、手洗い等の日常生活動作が取得できるようスモールステップで支援します。

楽しく身体を動かしながら、運動機能、バランス感覚、ボディイメージなど身体機能、感覚の向上を図ります。

感覚統合遊びや音楽療法、運動遊び、感触遊び、製作活動を通し、五感や想像力、思考力を育みます。

本

人

支

援

はじまりの会で、日付、天気の把握と当日の活動プログラムの確認による、数・時間・感覚の認知形成を行います。

遊びやゲームを通して空間認知や適切な行動形成、認知の偏りに配慮をします。

音楽療法や個別活動を通して、口周りの筋力強化や口腔機能の発達を促します。

ジェスチャーやサイン、絵カードなどのコミュニケーションツールを活用をしながら、個々に合わせ意思表出手段を増やす支援を行います。

遊びや生活の中で状況に応じた言語の活用、コミュニケーション能力獲得を支援します。

同じ空間で過ごす中、一人遊びから共同遊びへの支援をします。

季節行事やイベント、外出活動を通し、社会的ルールやマナーの学びます。

支援方針

（生活）　　　　　　　その子が抱える苦手な部分に丁寧に関わり、自立を育みます。

（コミュニケーション）感じ方、考え方の違いを認め合い、育ち合いを見守ります。

（心・体）　　　　　　さまざまな経験から、運動機能、感覚機能を楽しみながら身につけます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

そうぞう　～いきる力～

「そのままの自分」を受け入れてもらえると心の根っこ「自己肯定感」が育まれます。

 子どもたちのきらきら光る個性を大切にし「得意なことを伸ばすことによって、苦手なことも引き上げる」私たちは楽しい療育を大切にします。

事業所名 むくむくの森（森のかぜ） 作成日支援プログラム


